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エグゼクティブサマリー 
本報告書は、株式会社知財図鑑が提供する「ideaflow」について、その概要、機能、料

金体系、導入事例、今後の展望、競合比較、そして企業における新規事業支援や新商

品・サービス開発支援の観点からの価値を包括的に分析・評価するものである。

ideaflow は、日本の企業が抱える未活用特許の問題に着目し、「知財×AI」のアプロー

チによって、これらの知財からビジネスアイデアを大量かつ瞬時に創出し、企業のイノ

ベーション活動を加速させることを目的としたアイデア共創プラットフォームである 
1。 

主要な機能として、AI による難解な特許情報の自動要約、指定した産業分野における

多様なビジネスアイデアの大量生成、生成されたアイデアの多角的な評価と利用シーン

の可視化、チーム内での議論を促進するコミュニケーション機能、そして AI エージェ

ントとの対話を通じたアイデアの深化が挙げられる 1。これらの機能は、Web ブラウザ

上で容易に操作可能であり、専門知識の有無や企業規模に関わらず、幅広いビジネスパ

ーソンが利用できる設計となっている 1。 

料金プランは、無料から利用可能な「Free プラン」、中小規模チーム向けの「Pro プ

ラン」、大規模利用やカスタマイズに対応する「Enterprise プラン」が提供されてお

り、利用規模やプライバシー要件に応じて選択が可能である 4。特に Free プランはア

イデアが公開される仕様であり、導入検討時には注意が必要となる 4。 

導入事例としては、株式会社カプコンにおけるアイデア創出文化の醸成支援 5、ピクシ

ーダストテクノロジーズ株式会社におけるスタートアップの新規事業サイクル加速への

期待 5、住友グループの大阪・関西万博プロジェクト「ミライのタネ」における技術基

盤としての提供 7 などが見られる。 

今後の展望としては、AI エージェント機能の強化や AI によるアイデアフィルタリング

機能の追加 2、そして CES 2025 への出展などに見られる国際展開への意欲 6 が挙げら

れる。 

競合比較においては、ideaflow は特許情報からの大量アイデア生成と共創支援に特化

している点が特徴であり、他の IP 管理ツールや汎用的なビジネス開発プラットフォー



ムとは異なる独自のポジショニングを確立している。 

結論として、ideaflow は、特に日本国内において活用が進んでいない特許資産を起点

とした新規事業や新商品・サービスのアイデア創出プロセスを大幅に効率化・活性化さ

せるポテンシャルを持つプラットフォームである。AI によるアイデア発想の壁の低

減、部門横断的なコミュニケーションの促進、そしてアイデアの可視化を通じて、企業

のイノベーション文化醸成にも寄与しうる。導入検討企業は、自社の目的、利用規模、

情報管理ポリシーを考慮し、最適なプランを選択するとともに、AI が生成したアイデ

アを人間が評価・深化させるプロセスを組み込むことが、その価値を最大化する鍵とな

るだろう。 

I. ideaflow 概論：知財×AI 共創プラットフォーム 
A. 基本概念、目的、ターゲットユーザー 

基本概念: 
ideaflow は、株式会社知財図鑑 1 が提供する、「知的財産（IP）× AI」を核とした「アイデア

共創プラットフォーム」である 1。これは、Web サービス/プラットフォームとして提供され、

ユーザーは Web ブラウザを通じてアクセスし、その機能を利用することができる 1。 
目的: 
ideaflow の主要な目的は、AI との共創を通じて「知財からビジネスアイデアを瞬時に、大量に

創出する」ことにある 1。この背景には、日本特有の課題が存在する。日本は年間 30 万件を超

える特許を取得する世界第 3 位の特許大国でありながら、その約半数が事業に活用されず、収

益を生み出せていないという現状がある 1。これは、特許情報が専門的で難解であり、情報発

信も少ないため、有効なビジネス活用のアイデアが生まれにくいことに起因する 1。ideaflow
は、この「眠っている特許を事業アイデアに」変えることで 1、未活用の知財が持つ将来の事

業化の可能性を多方面から探索し、オープンイノベーションを促進することを目指している 
2。究極的には、誰もが発明家になれなくとも、良いアイデアに乗じて事業を発展させる「発展

家（Hattensha）」となりうるという思想に基づき、全てのビジネスパーソンがビジネスを企

てることを支援する 1。これは、新規事業探索を支援し 1、日本の新たな経済成長に貢献する可

能性も視野に入れている 2。 
ターゲットユーザー: 
ideaflow の主なターゲットユーザーは、企業のイノベーション活動に関わるビジネスパーソン

である。具体的には、企業の新規事業部門、研究開発（R&D）部門、知的財産部門の担当者

や、大学の研究者などが想定されている 3。将来的には、サービスのオープン化に伴い、中小

企業（SME）、スタートアップ、個人の研究者など、より幅広い層の利用も見込まれている 
10。重要な点として、ideaflow は Web 上で簡単に操作できるよう設計されており、利用者の

所属する企業の規模や個々のスキルレベルに関わらず、導入後すぐにアイデア創出に活用でき

ることを目指している 1。 
B. 知的財産と AI の活用によるアイデア生成 



知的財産の活用: 
ideaflow におけるアイデア生成の起点は、主に「公開されている特許情報」、具体的には公開

特許番号である 1。前述の通り、日本には事業利用されていない特許が多数存在するという課

題があり 1、ideaflow はこの未活用資産に着目している。 
AI の役割: 
プラットフォームの中核をなすのが、生成 AI（Genera tive  AI）の活用である。これには

ChatGPT などのモデルが含まれることが示唆されている 3。AI は主に二つの重要な役割を担

う。第一に、難解な特許文献の内容を瞬時に要約し、専門家以外にも理解可能な形にすること 
1。第二に、その特許技術を基に、指定された産業分野における未来の事業アイデアを大量に生

成することである 1。このプロセスは「人間と AI の共創」として位置づけられており 1、アイ

デアの初期段階においては「量が質を担保する」という考え方に基づき、AI によって多様な可

能性を広げることが重視されている 1。 
戦略的意義：特許活用の活性化 
ideaflow の根底にあるのは、単なる AI によるアイデア出しではなく、特に「休眠・未活用状

態にある知財資産を活性化させる」という明確な戦略的意図である。日本は特許出願件数が多

い一方で、その多くが事業化に至らず「死蔵」されているという構造的な課題を抱えている 
1。特許文献は専門用語が多く、難解であるため、事業開発担当者などがその価値を理解し、応

用を考えることは容易ではなかった 1。ideaflow は、AI を用いてこの障壁を取り除く。AI が特

許を分かりやすく要約し 1、さらにその技術に基づいた多様な事業アイデアを提案する 1 こと

で、知財とビジネスを結びつける。このアプローチは、単に新しいアイデアを生むだけでな

く、既存の技術的資産（特に特許）の価値を再発見し、それを起点としたイノベーションを促

進するという、日本の産業界が直面する具体的な課題解決に貢献する可能性を秘めている。こ

の明確な焦点は、汎用的な AI アイデア生成ツールとは一線を画し、知財を重視する大企業や大

学、さらには国のイノベーション政策との親和性も高める要因となりうる。 

II. コア機能分析 
A. 特許要約・分析能力 

ideaflow の基本的な機能の一つが、AI による特許要約である。ユーザーが公開されて

いる特許番号を入力すると 1、ChatGPT をはじめとする AI が瞬時にその特許の内容を

要約する 1。この機能の目的は、専門的で難解な特許の記述を、技術や法律の専門家で

はないビジネスパーソンにも理解しやすい言葉に「翻訳」することにある 1。これによ

り、特許技術の内容を把握するためのハードルが下がり、その技術を基にしたビジネス

アイデアを検討するための共通の土台（「土台」）が形成される 1。 

B. AI 駆動型ビジネスアイデア生成と可視化 

特許内容の理解を深めた上で、ideaflow の中核機能である AI によるビジネスアイデア

生成が行われる。ユーザーは、起点となる特許番号に加え、アイデアを展開したい産業

分野やビジネス領域を指定する 1。これを受けて、生成 AI がその特許技術を活用した



未来の事業アイデアを大量に提案する 1。 

生成されるアイデアの範囲は広く、「飛躍的な（未来志向の）アイデア」から「現実的

なアイデア」まで、多様な方向性を示すことが特徴である 1。これにより、ユーザーの

様々な期待値や探索の目的に応じたアイデアを得ることが可能となる 1。 

生成されたアイデアは、単なる思いつきではなく、構造化された形式で提示される。具

体的には、「価値」「ターゲット」「長所」「短所」「リスク」といった多角的な観点

から記述される 2。さらに、AI 自身がそのアイデアの「新規性」「市場性」「実現可能

性」について自己評価を行う 2。特筆すべきは、これらのテキスト情報と同時に、アイ

デアの具体的な利用シーンを描いたビジュアル（画像）が自動生成される点である 2。

この視覚的な情報は、アイデアを具現化する際のイメージを直感的に伝え、協力が必要

となる可能性のあるパートナー像を想起させる助けとなる 2。 

C. アイデア共創とコラボレーション支援機能（コミュニティ、コミュニケーション） 

ideaflow は、単なるアイデア生成ツールに留まらず、組織内での共創を促進するため

の機能も備えている。 

チーム内共有: 
AI によって生成されたアイデアは、初期状態では、そのユーザーが所属するチームのメンバー

に限定して公開される 1。これにより、外部の目を気にすることなく、チーム内で自由にアイ

デアについて議論を広げ、発展させるための安全な環境が提供される 1。 
部門横断コミュニケーション: 
このチーム内共有機能は、組織内の縦割りを打破する可能性を秘めている。例えば、研究開発

部門の担当者と事業開発部門の担当者が、生成されたアイデアに対して「いいね」を付けた

り、コメント機能を通じて直接意見交換を行ったりすることで、従来は生まれにくかった部門

間のコミュニケーションを促進する 2。実際に、導入企業であるカプコンの担当者は、このよ

うなアイデアを語り合う文化を社内に醸成することが知財部の役割の一つであると述べている 
5。 
公開機能（新機能）: 
最近のアップデートにより、チーム内で共有されているアイデアを、任意で「一般公開

（Public）」する機能が追加された 1。この機能の目的は、アイデアをより広く外部のユーザー

にも共有し、潜在的な協力パートナーを探したり、外部からのフィードバックを得たりするこ

とにある 1。特に、後述する Free プランでは、作成されたアイデアはデフォルトで公開される

仕様となっている 4。公開されたアイデアは、ideaflow のトップページで、トレンドや社会課

題といったテーマに沿った「特集（Spotlight）」として紹介されることもある 14。 
D. AI エージェントとの対話によるアイデア深化（現在および計画中） 

生成されたアイデアをさらに発展させるため、AI エージェントとの対話機能が提供さ



れている。この機能は、当初ベータ版では「開発中」とされていたが 3、製品版では実

装されている 1。ただし、Free プランでは期間限定での提供となる 4。 

機能: 
ユーザーは、生成された特定のアイデアを基に、AI エージェントとチャット形式で対話を行う

ことができる 1。用意された質問を選択するだけでなく、自由形式で質問を入力することも可

能である 14。AI エージェントは、アイデアのリスク分析、具体的な活用シーンに関するブレイ

ンストーミング、協力パートナー候補の提案、アイデア検証プロセスの助言など、より深い議

論や分析を行う 1。対話の内容はスレッド単位で記録され、後から参照することができる 14。 
目的: 
この対話機能の目的は、生成された初期アイデアの精度を高め（「精度を高める」）、より具

体的で実行可能性の高いプラン（「実効性の高いプラン」）へと発展させることにある 1。 
パーソナライズされた AI（将来構想）: 
将来的には、対話相手となる AI エージェントに、「戦略コンサルタント」や「SF 作家」とい

った異なる個性（ペルソナ）を持たせる構想がある 2。これにより、ユーザーは目的に応じて

多様な視点からの「壁打ち」や「ブレインストーミング」を体験できるようになることが期待

される 2。 
E. アイデアマップと戦略分析（「アイデアランドスケープレポート」を含む） 

マッピング機能: 
ideaflow は、AI によって大量に生成されたビジネスアイデアを、マップ形式で可視化する機能

を持つ 1。 
目的: 
この機能により、生成されたアイデア群（「ビッグデータ」）を俯瞰的に捉え、アイデアが集

中している領域や空白となっている領域などを分析・発掘（「マップから分析・発掘」）する

ことが可能になる 1。このアイデア群のデータ分析を通じて、有望な事業領域を特定し、それ

に基づいた戦略策定に繋げることが意図されている 1。 
「アイデアランドスケープレポート」: 
このマッピング・分析機能は、ideaflow の全プランで年 1 回提供される「アイデアランドスケ

ープレポート」と関連していると考えられる 4。レポートの具体的なサンプルや詳細な内容は

提供された資料からは確認できないが 5、その名称と ideaflow の機能から推測すると、これは

ユーザーが特定の特許群から生成したビジネスアイデア全体を俯瞰・分析し、その傾向、集中

領域、潜在的な機会などをまとめたレポートである可能性が高い。従来の IP ランドスケープが

主に特許情報自体の分析（出願動向、引用関係など）に焦点を当てるのに対し 16、ideaflow の

「アイデアランドスケープ」は、特許から派生した「ビジネスアイデア」の集合体を分析対象

としている点で特徴的であると考えられる。 
アイデア生成から戦略への橋渡し 
AI によって数百、数千ものアイデアが生成される状況は 1、新たな課題、すなわち「これらの

膨大なアイデアをどのように整理し、意味を見出すか」という課題を生む。ideaflow のアイデ

アマップ機能 1 は、この課題に対する一つの解決策である。生成されたアイデアという「ビッ



グデータ」を視覚的に整理し、分析可能な形にする。そして、「アイデアランドスケープレポ

ート」4 は、この分析結果をより構造化された形で提供するものと推察される。これは、初期

の拡散的思考（アイデアの量）から、収束的思考（戦略的な焦点）へと移行するプロセスを支

援する試みと言える。この一連の機能は、ideaflow を単なるアイデア生成ツールから、AI が提

示する可能性の海を航海し、価値ある方向性を見出すための戦略的探索ツールへと昇華させる

可能性を持っている。ただし、その有効性は、マッピングの精度、分析の質、そしてレポート

の分かりやすさに大きく依存するだろう。 

III. 料金体系とプラン比較 
A. Free、Pro、Enterprise プランの概要 

ideaflow は、利用者のニーズに合わせて 3 つの主要な料金プランを提供している：

「Free プラン」、「Pro プラン」（推奨プラン）、「Ente rprise プラン」である 4。

Pro プランについては、月払いと年払いの選択肢があり、年払いの方が割安になる設定

となっている 4。 

各プランの想定ユーザーは、Free プランが「事業アイデアを探したい」個人や試用目

的、Pro プランが「事業アイデアを見つけたい」中小規模のチーム、Ente rprise プラ

ンが「戦略的に事業アイデアを探索したい」大企業や研究機関などとされている 4。 

Pro プランには 7 日間の無料トライアル期間が設けられており、本格導入前に機能を

試すことが可能である 4。また、メールアドレスによる無料アカウント登録で、一部機

能（月 10 件までのアイデア作成など）を利用することもできる 14。 

B. プラン別機能詳細 

各プランで利用可能な機能には差異がある。以下に主な違いを詳述する。 

● 基本機能アクセス: アイデア検索、特許要約、コレクション機能といった基本的な

機能は、プラン比較表の構造から、全プランで利用可能と推測される 4。 
● アイデアクレジット: アイデア生成機能の利用回数は、月間の「アイデアクレジッ

ト」数によって制限される。Free プランは月 10 件、Pro プランは月 250 件、

Enterprise プランはカスタム設定（利用量に応じて決定）となっている 4。 
○ クレジットシステムの意味合い: このクレジットシステムは、ideaflow の核心

的価値である「アイデア生成」機能の利用量を直接的に制御する仕組みであ

る。アイデア生成が主要機能であり、クレジット数がその利用頻度の上限を定

める。上位プランほど大幅に多いクレジットが付与され、より大規模なアイデ

ア探索が可能になる。したがって、利用者は自社が必要とするアイデア生成の

ボリュームを予測し、適切なプランを選択する必要がある。月 10 件（Free プ

ラン）は、非常に限定的な利用や機能評価には適しているが、継続的な活用に



は不十分である可能性が高い。 
● チームメンバー数: 利用可能な最大メンバー数は、Free プランが 1 名、Pro プラン

が 5 名、Ente rprise プランはカスタム設定である 4。 
● アイデアのプライバシー: これはプラン間の重要な違いである。Free プランで作成

されたアイデアは、全て公開される 4。一方、Pro プランおよび Ente rprise プラン

では、アイデアを非公開に設定することが可能である 4。企業の機密情報に関わる

アイデア創出においては、この点がプラン選択の決定的な要因となりうる。 
● AI エージェント: Pro プランと Ente rprise プランで利用可能。Free プランでは

「期間限定で提供中」とされている 4。 
● アイデアの一括生成（バルク生成）: 複数のアイデアをまとめて生成する機能は、

Pro プランと Ente rprise プランでのみ利用可能である 4。 
● アイデアランドスケープレポート: 年に 1 回、全プラン（Free プラン含む）で提

供される 4。 
○ レポート提供の普遍性: このレポートが無料プランでも提供される点は注目に

値する。これは、ideaflow 体験の中核部分として位置づけられていることを示

唆しているのかもしれない。無料ユーザーも（公開される）アイデアを生成す

るため、そのアイデア群の分析結果を提供することで、パターンや潜在的価値

に気づかせ、非公開での大規模利用やより高度な機能へのアップグレードを促

す狙いがあるとも考えられる。ただし、無料プランで生成できるアイデア数が

少ないため、得られるレポートの価値も限定的になる可能性がある。 
● サポート体制: Free プランでは専任サポートはなく、問い合わせフォーム経由での

限定的なサポートとなる 4。Pro プランと Ente rprise プランでは、専任サポート

（チャットサポート含む）が提供される 4。 
● 追加サービス: コンサルティングサービスや、ideaflow を活用したワークショップ

の開催は、Pro プランおよび Ente rprise プランのユーザー向けに別途見積もりで

提供される 4。実際に、ideaflow を用いたワークショップが企業や自治体向けに実

施されている例がある 13。 
● 利用規約: 契約期間中の途中解約であっても、利用料金の日割り計算は行われず、

契約期間分の支払い義務が生じる点に留意が必要である 18。また、サービスが特定

の目的に適合することや、常に不具合なく利用できること等については保証されな

い旨の標準的な免責事項が含まれている 18。 

C. 導入検討企業における費用対効果の考慮点 

導入を検討する企業は、各プランの機能とコストのトレードオフを慎重に評価する必要

がある。Free プランは初期投資なしで基本的な機能を試せる利点があるが、アイデア

の公開義務と利用量制限が大きな制約となる。Pro プラン（年払いで月額 41,500 円 



4）は、アイデアの非公開設定が可能で、十分なアイデア生成量と基本的なサポートが

含まれており、中小規模のチームや部門での利用に適している。Ente rprise プラン

は、大規模な組織での利用や、特定のニーズに合わせたカスタマイズ、高度なサポート

を必要とする場合に選択肢となる。 

特に、企業秘密や未公開の技術に関連するアイデア創出を行う場合、Free プランの利

用は現実的ではない。Pro プラン以上を選択することが必須となるだろう。 

表 1: ideaflow プラン比較 

機能 Free プラン Pro プラン Enterprise プラン 

料金 無料 ¥41,500/月 (年払い) お問い合わせ 

想定ユーザー 事業アイデアを探し

たい 
事業アイデアを見つ

けたい 
戦略的に事業アイデ

アを探索したい 

アイデアクレジット/
月 

10 件 250 件 カスタム 

最大メンバー数 1 名 5 名 カスタム 

アイデア非公開 不可 (全て公開) 可能 可能 

AI 対話機能 期間限定で提供中 利用可能 利用可能 

アイデア一括生成 不可 利用可能 利用可能 

アイデアランドスケ

ープレポート 
年 1 回 年 1 回 年 1 回 

サポートレベル お問合せフォーム限

定 
チャットサポート (専
任) 

チャットサポート (専
任) 



コンサルティング/ワ
ークショップ 

不可 別途お見積り 別途お見積り 

(出典: 4) 

IV. 国内導入事例 
A. 企業導入の分析 

ideaflow は、特にイノベーションに関心を持つ企業や大学によって導入、または活用

されている。確認されている主な導入企業やワークショップ参加企業には、株式会社カ

プコン 5、ピクシーダストテクノロジーズ株式会社 5、住友グループ（大阪・関西万博

プロジェクト「ミライのタネ」を通じて）6、東洋製罐グループホールディングス株式

会社（ウェビナー登壇者として）19 が挙げられる。知財図鑑は、これらの企業に対し、

ideaflow を活用したワークショップや伴走支援を有償で提供している 14。ideaflow は

当初、特許を保有する企業や大学を対象としたベータ版として提供が開始された経緯が

ある 3。 

B. 新規事業・新商品開発プロセスにおける活用 

各社の活用事例からは、ideaflow が新規事業や新商品開発プロセスの異なる側面に貢

献している様子がうかがえる。 

● 株式会社カプコン: 同社では、ideaflow を単なるツールとしてではなく、社内にア

イデアを語り合う文化を醸成するための手段として捉えている 5。特に、知的財産

部が主導し、AI を活用することで、従来は表に出にくかった斬新なアイデアや、

異なる価値観に基づくアイデアを気兼ねなく（「羞恥心なく」）共有できる場を提

供することを目指している 5。AI が生成したアイデアを起点として、部門を超えた

議論を活性化させ、企業の成長や社会課題への取り組みに繋げることを期待してい

る 5。同社知的財産部長の奥山幹樹氏は、活用法に関するウェビナーにも登壇して

いる 19。 
● ピクシーダストテクノロジーズ株式会社: R&D（研究開発）を起点とするスタート

アップである同社にとって、新規事業サイクルの高速化は重要な経営課題である 
5。ideaflow は、その使いやすさとアイデア生成の速さによって、アイデア創出に

おける「最初の一歩のハードル」を下げ、新規事業の PDCA（Plan-Do-Check-
Act）サイクルを高速化させるツールとして期待されている 5。スピードが重視さ

れるスタートアップの成功率を高める可能性が指摘されている 5。同社知財・法

務・広報グループ長の木本大介氏が、この点に関するコメントを提供している 5。



同社自体が大学発ベンチャーであり、技術の社会実装を迅速に進めることを目指し

ている背景も関連しているだろう 24。 
● 住友グループ（「ミライのタネ」プロジェクト）: 大阪・関西万博における住友館

の共創プロジェクト「ミライのタネ」では、ideaflow が技術基盤として提供され

た 7。このプロジェクトでは、住友グループ各社が保有する 70 0 件を超える最先端

技術や取り組みをデータベース化し、ideaflow の技術（生成 AI）を用いて、未来

の社会課題解決に繋がるアイデア（「ミライのタネ」）を創出することが目的とさ

れた 7。 

C. 報告されている成果とユーザーの声 

現時点で報告されている成果は、主に定性的なものや期待効果が中心である。 

● カプコン: 主な成果は、アイデア創出に関する文化的な変化への貢献である。多様

なアイデアが生まれやすい環境を作り、AI を起点とした議論を通じて成長や社会

課題への意識を高めるきっかけとなっている 5。具体的な事業化や定量的な成果に

関する情報は、提供された資料には見当たらない。 
● ピクシーダストテクノロジーズ: イノベーションサイクルの加速が期待されてい

る。ideaflow の導入により、新規事業開発のスピードが向上し、結果的にスター

トアップとしての成功率が高まることへの期待感が表明されている 5。こちらも、

具体的な定量成果はまだ報告されていない。 
● 住友グループ: プロジェクトの成果は、未来の課題解決に繋がる可能性のある多数

のアイデア（「ミライのタネ」）が生成され、発信されたこと自体にある 8。ま

た、プロジェクトに伴い、基盤となった 700 件以上の住友グループの技術情報も

公開されており 8、オープンイノベーションへの貢献も意図されている。 

D. 「ミライのタネ」（住友グループ）連携事例の詳細 

住友グループとの連携は、ideaflow のポテンシャルを示す重要な事例である。700 件

以上という大規模な技術データベースを扱い、万博という公の舞台で未来志向のアイデ

アを創出するというプロジェクトにおいて、ideaflow がその中核技術を提供した点が

重要である 7。 

大規模共創を可能にする技術としての ideaflow  
この「ミライのタネ」プロジェクトは、ideaflow が個々の企業の利用に留まらず、より大規模

で多様なステークホルダーが関与するイノベーション・イニシアティブの基盤となりうること

を示唆している。住友グループ内の複数の企業が持つ多岐にわたる技術群 7 をインプットと

し、社会全体の利益に繋がるような広範なアイデア創出を目指す 8 というプロジェクトの性質

上、多数のインプットを処理し、大規模にアイデアを生成する能力が不可欠であった。

ideaflow が提供した AI 駆動型のアイデア生成エンジン 8 は、まさにこの要求に応えるもので



あった。この事例は、ideaflow が企業コンソーシアム、業界団体、あるいは産官学連携プロジ

ェクトなど、集合的な知財を活用して広範なイノベーションを目指す取り組みにおいても有効

なツールとなりうる可能性を示している。また、知財図鑑が個別のカスタマイズに対応可能で

あること 11 を裏付ける事例とも言えるだろう。 

V. 将来の開発ロードマップと戦略的展望 
A. 計画中の機能強化とサービス拡張 

ideaflow は、継続的な機能強化とサービス拡張を計画している。 

● AI エージェント: AI エージェントとの対話機能は、今後も開発が続けられる主要

な領域である。特に、ユーザーが対話する AI に「戦略コンサルタント」や「SF
作家」といった多様な個性を持たせることで、より豊かで多角的なブレインストー

ミング体験を提供することを目指している 2。 
● フィルタリング・選別機能: AI によって大量に生成されるアイデアの中から、価値

のあるものや有望なものを効率的に見つけ出し、選別するための AI ベースのフィ

ルタリング機能の追加が計画されている 9。これは、アイデアの「量」から「質」

への移行を支援する上で重要な機能となるだろう。 
● サービス提供範囲の拡大: 2024 年 6 月にベータ版として、当初は特許保有企業や

大学を主な対象として提供が開始された 3。その後、2024 年度下期にオープンな

Web サービスとして提供範囲を拡大する計画が示され 3、実際に 2025 年 3 月に

は無料プランを含む製品版がリリースされた 6。これにより、中小企業、スタート

アップ、個人研究者など、より広範なユーザーが知財と AI を活用したアイデア創

出の機会を得られるようになった 10。 

B. 国際展開と市場ポジショニングへの取り組み 

ideaflow は、日本国内市場に留まらず、国際的な展開も視野に入れている。 

● CES 2025:  2025 年 1 月に米国ラスベガスで開催された世界最大級のテクノロジー

見本市「CES 2025」に ideaflow を出展した 6。出展の目的は、将来の事業提携や

開発パートナーの獲得、そしてより多くのビジネスパーソンへの認知度向上と利用

促進である 10。 
● Singapore FinTech Festival 2024:  2024 年 11月にシンガポールで開催されたフ

ィンテック関連の大型イベントにも出展している 6。 

グローバル展開への意欲 
ideaflow は、日本の「未活用特許」という特有の課題認識から生まれた側面を持つが 1、その

中核技術である「AI を用いた知財からのアイデア創出」は、国境を越えて普遍的に適用可能な

ものである。CES や Singapore FinTech Festival といった主要な国際的技術イベントへの積極



的な出展は 6、知財図鑑が国内市場に留まらず、グローバルな市場とパートナーシップを求め

ている明確なシグナルである。これらの国際的な舞台でのフィードバックや、そこで獲得され

る可能性のある提携関係は、ideaflow の将来的な開発の方向性や機能セットにも影響を与える

可能性がある。現時点では国内中心の展開であるが、将来的にはグローバルな競合製品として

の地位を確立しようとしている動きと見ることができる。 
C. ideaflow プラットフォームの長期ビジョン 

ideaflow の長期的なビジョンは、単なるツール提供を超えた、より広範なイノベーシ

ョンエコシステムの構築に向けられているように見受けられる。 

● イノベーション文化の醸成と「発展家」の支援：全てのビジネスパーソンがアイデ

ア創出に関与し、事業を発展させる担い手となるような文化を育むプラットフォー

ムを目指す 1。 
● 共創の促進：アイデアの共有機能（特に公開機能）を通じて、知財保有者と潜在的

な協力者や事業パートナーとのマッチングを促進する 1。 
● オープンイノベーションと経済成長への貢献：埋もれている知財を活性化させるこ

とで、オープンイノベーションを加速し、ひいては経済全体の成長に寄与すること

を目指す 2。 
● AI 能力の継続的進化：アイデア生成だけでなく、分析、フィルタリング、対話と

いった領域で AI の能力を継続的に向上させ、プラットフォームの価値を高めてい

く 2。 

VI. 競合ランドスケープ評価 
A. 代替となる可能性のあるアイデア生成／IP 分析プラットフォーム概要 

ideaflow と同様の目的、すなわち AI を活用したアイデア創出や知財分析を支援するプ

ラットフォームやツールは複数存在する。提供された情報から、以下のものが比較対象

として挙げられる。 

● 共創ナビ ivan ( 株式会社 HackCamp):  AI との共創による事業開発プラットフォー

ム。アイデア創出から評価、収束までの一連のプロセスを支援し、可視化やデータ

に基づいた評価（スコアリング）を重視 30。バックキャスティング思考やバイアス

排除などの専門フレームワークを搭載し、企業の既存アセットや特許情報を活用し

たアイデア生成も可能 30。料金はユーザー数や契約期間に応じた階層型プラン（ス

ポット、スタンダード、エンタープライズ、プラチナ）31。 
● IDX AI 孔明 (株式会社アイディーエックス): データと知財を融合させたプラットフ

ォームと位置付けられ、企業の「攻め」と「守り」を支援。VDR（仮想データルー

ム）の設計思想に基づく高セキュリティな環境で、企業内データと知財を AI で繋

ぐことに焦点を当てている 32。具体的なアイデア生成機能の詳細は不明。 



● AQX Corporate (Anaqua, Inc.):  包括的な知財（特許、商標等）管理ソリューシ

ョン。イノベーション管理機能（アイデア収集・評価プロセスの一元化）、ポート

フォリオ分析、知財オペレーション効率化などを提供 33。AI 活用機能（AQX 11）
も搭載し、業務効率化を図る 33。主に大企業向けのエンタープライズソリューショ

ンであり、価格情報は個別見積もりが基本と推測される 33。 
● Patsnap Eureka (Patsnap Pte. Ltd.):  R&D およびイノベーションインテリジェン

スに特化したプラットフォーム。特許や学術文献に特化して学習させた独自の

LLM を活用し、ハルシネーション（AI による誤情報生成）を抑制しつつ、技術動

向調査、課題解決アイデア創出支援、新規性検討などをサポート 37。セキュアな環

境を強調し、AI による Q&A、TRIZ 発想支援、モニタリング機能などを提供 37。価

格帯は 50 万～10 0 万円程度からのプランが存在する可能性があり 40、利用可能な

AI プロンプト数に制限があるプランもある 42。Patsnap は IP インテリジェンス分

野の大手である 38。 
● AI Samurai ( 株式会社 AI Samurai):  特許調査、特許性評価（A～D ランク判

定）、特許明細書ドラフト作成支援に強みを持つ AI プラットフォーム 44。低価格

（5 万円～）で特許出願を支援する「みんなの特許」サービス 46 や、機能を統合

した「AI Samurai ONE」45 を提供。IP ランドスケープ機能も含む 44。サービスや

プランによって価格体系は異なる 45。 
● その他: 上記以外にも、AI を用いて特許の空白領域（ホワイトスペース）を発見す

るアプローチ 50  や、特許庁自身も知財活用における AI 利用の可能性を調査してい

る動きがある 51。また、GitMind のような AI 搭載マインドマップツール 52 も存在

するが、ideaflow とは直接的な競合関係は薄い。 

B. 比較分析：ideaflow の独自性、強み、弱み 

競合製品と比較した場合の ideaflow の特徴は以下の通りである。 

独自の価値提案 (USP): 
ideaflow の最も際立った特徴は、公開特許情報を起点として、AI を用いて多様なビジネスアイ

デアを大量に生成し、それを共創プラットフォーム上で可視化・共有・深化させることに特化

している点である 1。特に、日本の未活用特許の活性化という明確な課題意識と、アイデア生

成の「量」と「多様性」を重視するアプローチ、そして知財図鑑というメディア・コミュニテ

ィとの連携可能性 2 が独自性を形成している。 
強み: 

● 特許中心のアイデア創出: 複雑で活用が進まない特許情報から、直接的にビジネス

応用を発想するプロセスを支援する 1。 
● 利用の容易性: 専門家でなくとも直感的に操作できるよう設計されている 1。 



● アイデアの量と多様性: AI が幅広いスペクトラムのアイデアを大量に生成する 1。 
● 可視化: アイデアの利用シーンをビジュアルで示すことで、直感的な理解と共感を

促進する 2。 
● 共創機能: チーム内での共有・議論機能や、オプションの公開機能が、組織内外の

コラボレーションを促進する 1。 
● 無料での試用: Free プランの存在が、導入の初期ハードルを下げている 4。 

弱み（潜在的または推測される点）: 

● 分析の深さ: Pa tsnap Eureka や AQX のような専門的な IP 分析・管理プラットフ

ォームと比較すると、広範な R&D インテリジェンスや厳密な知財ポートフォリオ

分析の機能は限定的である可能性がある（各製品説明 33 との比較）。 
● アイデアの質管理: AI による大量生成は、質の低いアイデアも多く含む可能性があ

る。価値あるアイデアを選び出すための人間によるフィルタリングや検証作業が重

要となる（AI フィルタリング機能は計画中 9）。AI による自己評価の信頼性も検

証が必要。 
● 入力情報の限定性: 主な入力が公開特許番号に限定されているように見える（説明

に基づく）。共創ナビ ivan のように、より広範な企業アセットを入力として扱え

るプラットフォームも存在する 30。他の情報源も活用したいというユーザーの声も

ある 54。 
● セキュリティ（Free プラン）: Free プランにおけるアイデアの強制公開仕様は、

企業が機密性の高いテーマで利用する際の大きな障壁となる 4。 
● 市場での成熟度: Anaqua や Patsnap といった、IP 管理・情報分野で長年の実績を

持つプレイヤーと比較すると、比較的新しいプラットフォームである。 

表 2: 競合プラットフォーム比較 

項目 ideaflow ( 知

財図鑑) 
共創ナビ 
ivan 
(HackCamp
) 

AQX 
Corporate 
(Anaqua)  

Patsnap 
Eureka 
(Patsnap)  

AI Samurai 
(AI 
Samurai)  

コア機能/焦
点 

特許からの

AI アイデア

大量生成、共

創支援、可視

化 

AI 共創によ

る事業開発プ

ロセス支援

（機会特定～

評価） 

包括的 IP 管

理（特許、商

標等）、イノ

ベーション管

理 

R&D/IP イン

テリジェン

ス、特化型

AI による調

査・分析支援 

特許調査、特

許性評価（ラ

ンク付）、明

細書作成支援 



AI 活用 特許要約、ア

イデア生成、

評価、可視

化、対話 

アイデア生

成、評価（ス

コアリン

グ）、収束支

援 

業務効率化、

分析支援 
特許/文献特

化 LLM、

Q&A、アイ

デア創出支

援、新規性チ

ェック 

特許検索、類

似度評価、明

細書ドラフト

作成 

IP スコープ 主に公開特許 特許、企業ア

セット等 
特許、商標、

意匠等、広範

な知財 

特許、学術文

献 
特許 

共創/コラボ チーム内共

有、コメン

ト、公開オプ

ション 

チームでのプ

ラン比較・議

論支援 

文書・案件管

理、コラボレ

ーション最適

化 

結果共有機能 （主機能では

ないが、結果

共有は可能） 

分析深度 アイデア群の

マップ化・分

析（アイデア

ランドスケー

プ） 

フレームワー

クに基づく評

価、スコアリ

ング 

ポートフォリ

オ分析、競合

分析 

詳細な技術動

向分析、課題

解決支援 

特許性評価

（A-D ラン

ク）、類似特

許調査 

ターゲット 新規事業、

R&D、知財部

門、大学、

SME 等 

事業開発、

R&D、知財部

門、コンサル 

大企業知財部

門、法律事務

所 

R&D エンジ

ニア、知財専

門家 

発明者、知財

担当者、弁理

士 

価格モデル Free/Pro/Ent
erprise (クレ

ジット制) 

スポット/ス
タンダード/
エンタープラ

イズ等 (期間/
ユーザー数) 

個別見積もり 
(エンタープ

ライズ中心) 

階層型プラ

ン？ (50 -
100 万円

～？、プロン

プト制限あ

り？) 

サービス別

（5 万円

～）、サブス

クリプション 

(出典: 1) 

VII. 企業イノベーションにおける価値提案の評価 



A. 新規事業開発支援における便益 

ideaflow は、企業の新規事業開発プロセスにおいて、特に初期段階で以下のような便

益を提供しうる。 

● アイデア創出の加速: 既存の技術資産（特許）を基に、AI が短時間で多数の初期ア

イデアを生成するため、「ゼロから考える」負担を軽減し、アイデア発想プロセス

を大幅に加速できる 1。 
● 隣接領域の探索: 自社のコア技術が、想定していなかった他の産業分野でどのよう

に応用できるか、新たな可能性を探るきっかけを提供する 1。 
● 初期労力の削減: 特許の要約や初期アイデアのドラフト作成といった作業を AI が

担うことで、人間はより創造的な活動、すなわちアイデアの評価、洗練、検証に注

力できるようになる 3。 
● 議論の活性化: AI が生成したアイデアは、たとえ完璧でなくても、新規事業に関す

る戦略的な議論を開始するための具体的な「たたき台」や触媒として機能しうる 
5。 

B. 新商品・サービス開発強化における利点 

新商品やサービスの開発においても、ideaflow は以下のような利点をもたらす可能性

がある。 

● 内部 IP の活用: 研究開発活動から生まれた特許など、社内に存在する知的財産を

体系的に見直し、その商業的可能性を探るための具体的な手段を提供する 1。 
● 部門間の連携促進: アイデア創出の初期段階から、研究開発、事業開発、知財とい

った異なる部門の担当者がプラットフォーム上で関与し、意見交換を行うことで、

部門間の壁を越えた連携（クロス・ポリネーション）を促進する 2。 
● 早期の視覚化: AI が生成する利用シーンのビジュアルは、開発初期段階において、

商品やサービスの具体的なイメージを共有し、関係者間の認識を合わせるのに役立

つ 2。 

C. 企業の研究開発および知財戦略への潜在的影響 

ideaflow の導入と活用は、企業の研究開発（R&D）や知的財産（IP）戦略のあり方に

も影響を与える可能性がある。 

● 知財部門の役割変革: 従来の権利保護や侵害対策といった受動的・管理的な役割に

加え、知財情報を活用して新たな事業機会を創出し、イノベーションを能動的に推

進する、より戦略的な役割へとシフトする一助となりうる 5。 
● 知財価値の可視化: 保有する特許ポートフォリオが、どのような事業アイデアに繋

がりうるかを具体的に示すことで、その潜在的なビジネス価値を評価する手掛かり



を提供する。 
● イノベーション文化の醸成: アイデア創出への参加のハードルを下げ、部門を超え

たコミュニケーションを促進することで、組織全体のイノベーション文化を育むこ

とに貢献する 5。 

知財戦略変革の可能性 
ideaflow は、企業における知的財産の捉え方を根本的に変える触媒となる可能性がある。伝統

的に、多くの企業において知財部門は、特許出願や権利維持、侵害訴訟対応といった、コスト

センターあるいは法務的な必要悪と見なされがちな側面があった 5。しかし、ideaflow は、知

財の「活用」と「アイデア創出」のための具体的なツールを提供する 1。これにより、カプコ

ンの奥山氏のような知財専門家が 5、自らイノベーションワークショップを企画・推進し、社

内の議論をファシリテートすることが可能になる。つまり、法的な権利としての「特許」と、

将来の収益源となりうる「ビジネスアイデア」とを直接的に結びつける橋渡し役を担うのであ

る。このプラットフォームが効果的に活用されれば、知財部門は単なる管理部門から脱却し、

研究開発、事業開発とより密接に連携し、企業の成長を積極的に牽引する戦略的部門へと進化

する可能性がある。これは、企業全体のイノベーション・エコシステムにおいて、知財がより

建設的かつ中心的な役割を果たす未来を示唆している。 

VIII. 結論と戦略的推奨事項 
A. 導入検討企業への統合的評価 

ideaflow は、株式会社知財図鑑が提供する、AI を活用して公開特許情報からビジネス

アイデアを大量に創出し、共創を支援するユニークなプラットフォームである。その中

核的な強みは、日本の産業界が抱える未活用特許の課題に正面から取り組み、難解な知

財情報とビジネスニーズを結びつける点にある。AI によるアイデア生成の自動化、利

用の容易さ、そしてチーム内でのコラボレーションを促進する機能は、特に新規事業や

新商品開発の初期段階におけるアイデア発想プロセスを大幅に効率化・活性化させる可

能性を秘めている。 

一方で、競合となる専門的な IP 分析ツールや包括的な事業開発プラットフォームと比

較した場合、分析の深さや機能の網羅性においては限定的な側面もある。また、AI が
生成するアイデアの質にはばらつきがある可能性があり、そのフィルタリングや検証に

は依然として人間の判断が不可欠である。特に Free プランにおけるアイデアの公開義

務は、企業利用における大きな制約となりうる。 

総じて、ideaflow は、既存の知的財産を起点とした新たな価値創造を目指す企業、特

にイノベーションの初期段階におけるアイデア発想の量と多様性を重視する企業にとっ

て、有力な選択肢となりうる。日本の特許資産を活性化させ、オープンイノベーション

を促進するという独自のポジショニングも注目に値する。 



B. ideaflow 導入における主要検討事項 

ideaflow の導入を検討する企業は、その価値を最大化するために、以下の点を考慮す

ることが推奨される。 

1. 導入目的の明確化: ideaflow を用いて何を達成したいのか、具体的な目標を設定す

る。例えば、特定の休眠特許ポートフォリオの活用可能性を探る、部門横断的なア

イデア創出ワークショップを実施する、既存技術の新たな市場応用（隣接領域）を

探索するなど。 
2. 適切なプランの選択: 必要なアイデア生成量、利用するチームの規模、そして最も

重要な点として、生成するアイデアの機密性要件に基づいて、Free、Pro、
Enterprise のいずれかのプランを選択する 4。企業の機密情報に関わる場合は、ア

イデアが公開される Free プランは避け、Pro プラン以上を検討する必要がある。 
3. 既存プロセスへの統合: ideaflow を、社内の既存のイノベーションプロセスや研究

開発ワークフローのどの段階で、どのように活用するかを計画する。アイデアの発

散が求められる初期段階（Fuzzy Front End）での活用が最も効果的である可能性

が高い。 
4. 人間による評価・判断の重要性: AI によるアイデア生成はあくまで出発点であると

認識する。生成されたアイデアの質を見極め、有望なものを選択し、さらに磨き上

げていくためには、人間の専門知識、経験、戦略的視点に基づくキュレーション、

検証、そして意思決定が不可欠である。AI エージェント機能やチーム内議論機能

を積極的に活用し、アイデアを深化させるプロセスを重視すべきである。 
5. 組織文化との整合性: ideaflow が目指すオープンなアイデア共有や部門横断的なコ

ラボレーションに対して、組織文化がどの程度受容的であるかを評価する 5。必要

であれば、導入に合わせて文化的な変革も視野に入れる。 
6. 補完ツールの検討: ideaflow の機能範囲（特許からのアイデア生成と共創支援）を

理解し、必要に応じて、より詳細な IP ランドスケープ分析ツール、市場調査ツー

ル、プロジェクト管理ツールなど、他のツールと組み合わせて利用することを検討

する（VI 章参照）。 

これらの点を踏まえ、戦略的に ideaflow を導入・活用することで、企業は眠っている

知財の価値を引き出し、イノベーション活動を加速させ、持続的な成長に繋げることが

できるだろう。 
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